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 要 旨 

 

目的： 

英国の大規模一般集団を対象としたコホートデータと COVID-19 感染登録情報を用いて，

COVID-19の重症化と生活習慣の危険因子（喫煙，身体活動不足，肥満，過度のアルコール摂

取）との関係を明らかにする。 

方法： 

対象者はUK Biobankに登録された英国在住の男女 387,109名(56.4±8.8歳;女性 55.1%)であ

った。身体活動，喫煙，およびアルコール摂取は，ベースライン時 (2006~2010年) の質問票

によって評価した。測定した身長と体重から算出した BMI を全体的な肥満の指標とした。ア

ウトカムはCOVID-19の発症であり、重症例は入院の代替変数とみなされた。2020年 3月 16

日から 2020年 4月 26日までに 760例のCOVID-19の症例があった。このうち，重症化した

者とそうでなかった者を比較して生活習慣ごとの重症化リスク（年齢性別調整後）を解析した。 

結果： 

年齢，性別，および各生活習慣因子の相互調整後，運動不足の人は 1.32 倍（95%CI: 1.10 - 

1.58），喫煙者は非喫煙者と比較して 1.42 倍（95％CI:1.12 - 1.79），および肥満者は 2.05 倍

（95%CI: 1.68 - 2.49）重症化リスクが高かった。一方で，大量飲酒者では関連が認められな

かった。総合的な生活習慣を不健康習慣スコアとして定量化し，最も良い生活習慣のグループ

と比較すると，最も悪い生活習慣のグループでは，重症化リスクは 4.41倍（95%CI:2.52 – 7.71）

高かった。C 反応性蛋白質レベルは COVID-19 の重症化リスク上昇と用量依存的に関連し，

一部 (10~16%) は不健康な生活習慣と COVID-19の間の関連を説明した。 

結論： 

簡単な生活習慣を変えることで，COVID-19の重症化リスクを減らすことができる。 

 


